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記録した。なお調査に際し、8 倍の双眼鏡とカ

ウンターを使用した。

結果

１．出現個体数

　2011 年の月間最大出現個体数を表１に、2012

年の月間最大出現個体数を表 2 にまとめた。な

お、リストの種の配列は、日本鳥類目録改訂 7

版に準じた。

　確認された最大個体数をみると、ゴイサギ

Nycticorax nycticorax、が 2011 年 6 月 8 日に

207 羽であった（表１）。ゴイサギが多くなる

のは繁殖期で越冬期になると 10 羽以下になる。

年間を通じた個体数でみると、カルガモAnas 

zonorhyncha が観察日平均 9.2 羽でもっとも多

かった。

２．繁殖種

　 ゴ イ サ ギ、 ア オ サ ギArdea cinerea、 ダ

イ サ ギ Ardea alba、 チ ュ ウ サ ギ Egretta 

intermedia はおむすび山をコロニーとして多数

営巣し繁殖した。2011 年 6 月 7 日の営巣数調査

ではアオサギが 3 巣、ゴイサギが 57 巣、ダイ

サギが 18 巣、チュウサギが 9 巣で、2012 年 6

月 6 日の調査ではアオサギが 3 巣、ゴイサギが

35 巣、ダイサギが 22 巣、チュウサギが 15 巣で

あった。

バ ンGallinula chloropus は 観 察 を 始 め た

1990 年以来毎年親鳥がアシ原で営巣し、生

まれたばかりのヒナが目撃されており、繁
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はじめに

　千城台は千葉市若葉区にあり、1970 年頃大規

模住宅地として開発された地域である。千城台

西にある雨水調整池に鳥類が集まるようになっ

た。千葉市は 1997 年にここを千城台野鳥観察

園とする計画を発表し、1998 年に完成した（千

葉市 1997,1998）。筆者は 1990 年以来当地の野

鳥を観察し続け、その記録を公表してきた（青

木ら 1992、桑原ら 1994、桑原ら 1996、桑原ら

1998、和仁 1992、1998,2001,2004,2005,2013）。

本稿では、2011 年から 2012 年に行った調査の

結果を報告する。

調査地および調査方法

　千城台野鳥観察園は（35° 37′ N,140° 10′

E）の位置にあり、面積は 2.5ha で調整池と池

に張り出したおむすび山で構成されている。お

むすび山の植生は頂部にはアカマツ、イヌシデ、

コナラ、エノキなどの高木が生え、林床部には

アズマネザサ、モミジイチゴなどが生えている。

中腹の斜面林ではシラカシ、アカガシ、ヤブニッ

ケイなどが生えている。周囲は金網で囲われて

おり、原則的に人間は内部に侵入できないよう

になっている。さらにその周囲は歩道に囲まれ

ている。

　調査方法は毎日、夏季は毎朝 5 時半頃から、

冬季は 8 時頃から千城台野鳥観察園の周囲の道

約 800 ｍを徒歩で 20 － 30 分かけて 1 周して、

見られた個体数と鳴き声が聞かれた鳥類を全数
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殖の成功が確認されている。オオヨシキリ

Acrocephalus orientalis は 5 月に飛来して池

のアシ原で繁殖が確認された。おむすび山の

内部でウグイスCettia diphone とコジュケイ

Bambusicola thoracica も繁殖した。カイツブ

リTachybaptus ruficollis は 1991 年 − 2004 年

には毎年繁殖が確認されていたが、その後は

時々飛来するのみである。

３．冬鳥

　オシドリAix galericulata は 2011 年には 6

月− 9 月を除いて毎月見られ、最大個体数は 11

月 22 日の 16 羽であった（表１）。2012 年でも

5 月− 8 月を除いて毎月見られ最大個体数は 12

月 20、21、28 日の 44 羽であった（表２）。

４．初認種

　2012 年 1 月 か ら コ ハ ク チ ョ ウ Cygnus 

columbianus が池に出現した。春になっても飛

び立てずに 2012 年 12 月までそのまま池に居つ

いていた（表２）。

　2012 年 2 月 − 3 月 に は ト モ エ ガ モ Anas 

formosa がオシドリの中にまじって出現した。

考　察

１．サギ類のコロニーの定着化

　ゴイサギは 2007 年の 105 巣をピークに 2008

年は 77 巣、2009 年は 100 巣、2010 年は 57 巣

と減少傾向にあった。アオサギ、ダイサギ、チュ

ウサギの営巣数はほぼ安定していると考えられ

る。ゴイサギの減少の理由は不明であるが、他

のサギの増加により営巣場所が狭くなってきた

ことも考えられる。 

２．越冬期のオシドリの増加

　2010 年以前のオシドリの越冬数は今回ほど多

くなかった。2005 年までは殆ど見られず、年間

最大個体数は 2006 年 6 羽、2007 年 4 羽、2008

年 11 羽、2009 年 20 羽、2010 年 20 羽であった

（図 1）（和仁 2013）。よって 2012 年が大幅に増

加している。増加の原因は明確ではないが、千

城台野鳥観察園のある若葉区内の泉自然公園や

大草町で繁殖しており、これらのオシドリが千

城台野鳥観察園で越冬している可能性がある。

　当地はおむすび山の前面には調整池があり

フェンスにより人は水面に近づくことができな

い。おむすび山の背面も塀で囲われて人は入れ

ない。おむすび山の斜面林が水面の一部を覆っ

ており、外敵からの隠れ場所になっている。こ

のように比較的安全な千城台野鳥観察園にオシ

ドリなどが集まってきていると考えられる。

３．初記録の出現　

　当地でトモエガモがオシドリの中にまじって

出現した（和仁ら 2013）がこれは千葉市での越

冬初記録である。

　またコハクチョウは羽根の脇を怪我してお

り、完全に飛び立てずに観察園の柵内で 1 年を

過ごした。これも当地が野鳥にとって安全な場

所であるので生息できたと思われる。
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表 1　千葉市千城台野鳥観察園の鳥類月別最大個体数（2011）
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表 2　千葉市千城台野鳥観察園の鳥類月別最大個体数（2012）
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図 1　オシドリの各年 12 月の平均個体数、最大個体数、出現率

2005 年から 2010 年までの数値は、和仁ほか（2011）より引用
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要  約

　筆者らはこれまで千城台野鳥観察園の鳥類を

報告したが、2011 年から 2012 年についての観

察結果について報告した。当地は都市部にあり

ながら、夏季はゴイサギ、アオサギ、ダイサギ、

チュウサギが多数繁殖している場所である。冬

季はオシドリなどの冬鳥が多数飛来し、2012 年

にはトモエガモも 1羽飛来した場所である。
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Avifauna of Chishirodai bird sanctuary in Ciba prefecture, Japan (2011-2012)
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Summary

  Avifauna in Chishirodai bird sanctuary in Chiba prefecture, japan from 2011 to 2012 

was reported. Though Chishirodai bird sanctuary is located in residential area of Chiba 

city, Black-crowned Night Heron, Grey Heron, Great Egret, Intermediate Egret  bred in 

summer season. Mandarin Duck and other ducks stayed through the winter season. One 

Baikal Teal  visited

the bird sanctuary on 2012.

Key words : Mandarin Duck, Baikal Teal, Moorhen, ARDEIDAE

Bulletin of Abiko City Museum of Birds Vol.21 No.1 (2015)


